
( 東証スタンダード市場 4248 )
2025年2月20日

竹本容器株式会社

2024年12月期決算説明会資料
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1. 2024年12月期トピックス

 連結売上高は、156億26百万円 (前年比9.1％増)

 連結営業利益は、9億45百万円 (前年比81.1％増)

 EBITDAは、19億72百万円 (前年比29.9％増)

 日本は、新規顧客・新規案件獲得増に向けて営業活動の強化を継続。大口のリ
ピート受注やスポット案件があり売上増に寄与

 中国は、消費者の節約志向が継続しており現地通貨ベースで減収。一方、営業
利益は生産の自動化を進めるなど原価低減を徹底し、前年比で大幅増益。通期
で黒字を確保

 資源循環型パッケージング（サステナビリティ容器）売上は、36億94百万円
（連結売上高の23.6%） と拡大
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1. 2024年12月期トピックス

 新規顧客・新規案件の開拓へ向け、営業活動の強化を継続。大口のリピート受注
やスポット案件が寄与し、売上高は125億19百万円と前年比9.8%増に

 バイオマス樹脂やリサイクル樹脂を使用した容器、軽量化容器、Recyclable容
器など、資源循環型パッケージング売上は引続き伸⾧

 コスト面では、政府の激変緩和措置により水道光熱費負担は軽減するも、資源高
の継続で原材料価格が高止まる。さらに生産増に伴い原材料費・労務費が増加

 売上増に加えて販売価格見直し効果の浸透で、コスト増を吸収し粗利額が増加。
営業利益は9億28百万円（前年比12.2％増）と増益に
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1. 2024年12月期トピックス

 消費者の節約志向が依然として継続しており、化粧品分野の同業他社との競争
激化する中で売上高は24億38百万円(前年比で0.2％増)となる

 品質向上や競争力強化など生産面での施策に加え、食品分野の顧客開拓など営
業面の見直しも図り、受注増に向けての取組みを強化中

 売上高に見合った工場生産体制を構築。さらに生産の自動化・省力化を推進
することなどで原価低減を実現し通期で黒字化を達成

 売上高は、5億57百万円（前年比35.6％増）と通期最高額を更新
 品揃え強化、生産能力向上への設備投資などの施策を継続し売上拡大と粗利

額増加により黒字確保を目指す
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2024年計画比前年比2024年12月期
¥21.04/RMB
¥151.69/USD

2023年12月期
¥19.82/RMB
¥140.67/USD 増減率増減増減率増減

+2.4%
百万円

+368+9.1%
百万円

+1,309
百万円

15,626
百万円

14,317売上高

+14.8%+121+81.1%+423945522営業利益

－+0.7P－+2.4P6.0％3.6％売上高営業利益率

+17.4%+143+59.5%+361968607経常利益

+21.7%+114+117.1%+345639294当期純利益

1,027996減価償却費
2,3302,126原材料費

6771,409設備投資額
171297（うち 金型）

1,9721,518EBITDA
12.6%10.6%EBITDA比率

２. 2024年12月期業績概要
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計画比前年比2024年12月期2023年12月期日本
増減率増減増減率増減

+3.5％+418+9.8％+1,13612,51911,403売上高

▲2.8％▲26+12.2％+101928827営業利益

－▲0.5P－+0.2P7.4%7.3%営業利益率

計画比前年比2024年12月期
¥21.04/RMB

2023年12月期
¥19.82/RMB中国

増減率増減増減率増減

+2.7％
▲7.3％

+63
（▲9）

+0.2％
▲5.6％

+4
（▲6）

2,438
（115）

2,434
（122）売上高

－+189
（+9）

－+293
(+14）

18
（＋0）

▲274
（▲13）営業利益

－－－－0.8％－営業利益率
※（ ）内はRMBベース:百万元

百万円

計画比前年比2024年12月期
¥151.69/US$
￥164.05/€
￥1.86/INR
￥4.30/TB

2023年12月期
¥140.67/US$
￥152.11/€
￥1.71/INR
￥4.04/TB

その他地域
増減率増減増減率増減

▲11.9％▲12224.2％+175900725売上高

－▲45－+30▲8▲39営業利益
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２. 2024年12月期業績概要

その他の地域のうち
・アメリカの売上は計画比・前年比減で推移。問い合わせ増加を目指し種々の販促強化策で案件増を企図
・オランダの売上は前年比増。イタリア・ボローニャでの展示会から商談含め問合わせ件数増加。ECの取引件数も増加傾向
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2023年12月期

売上増加

原材料使用量増

原材料価格上昇

労務費増（製造原価）

減価償却費増（製造原価）

製商品仕入額増

製商品在庫増

その他売上原価増

人件費増

運搬費増

支払手数料減

その他販管費増

2024年12月期

8

原材料価格のインパクトは
日本では▲39
中国では＋13
インドでは▲1

▲177

▲24

▲571

▲51

945

単位:百万円

+ 73

２. 2024年12月期業績概要

▲33

▲22

+ 1,309
522

▲27

▲87

+ 8

+ 20
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2023年12月末

現預金

売掛債権

棚卸資産

その他流動資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

2024年12月末

+542

+90

17,919

単位:百万円

9

+ 539■
+  542現預金

▲46売掛債権
+ 98商品及び製品

▲222■

▲187建物及び構築物

▲49金型

＋ 88建設仮勘定

２. 2024年12月期業績概要

18,236

▲47

▲13

▲203

▲5

▲46
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2023年12月末

買掛債務

その他の流動負債

固定負債

資本金・資本剰余金

利益剰余金

自己株式

その他包括利益累計

新株予約権

2024年12月末

+ 206

▲543

単位:百万円

▲ 543■
▲ 557⾧期借入金

+ 685■
＋ 639利益剰余金（当期純利益分）

▲ 433（ 配当金支払）

+ 11自己株式処分
+ 459為替換算調整額

10

２. 2024年12月期業績概要

17,919 + 174■
+ 197電子記録債務
▲ 1051年内返済予定⾧期借入金

+ 103

+0

18,236

▲0

+ 11

+ 466

+ 70
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営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ

２. 2024年12月期業績概要

2023年12月期

2024年12月期

+ 2,148

▲723

+ 1,779

▲1,236
▲1,096

▲1,548

+   2,148■
+ 965税金等調整前当期純利益

+ 1,027減価償却費
+ 109売上債権の減少額
▲ 326法人税等の支払額

▲ 723■
▲ 738固定資産の取得による支出

▲ 1,096■
▲ 662⾧期借入金の返済による支出
▲ 433配当金の支払額

単位:百万円
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2026(計)2025(計)2024(計)2023(実績)
百万円百万円百万円百万円

18,50016,72015,25014,317売上高

1,6701,270820522営業利益

2,9102,3951,8301,260EBITDA

1,1601,0501,2701,409設備投資額

■ 2025年1月31日公表値
2025年～2027年中期計画

2027(計)2026(計)2025(計)2024(実績)
百万円百万円百万円百万円

18,80017,18015,85015,626売上高

1,9001,350980945営業利益

2,9502,3702,0101,972EBITDA

1,0001,160 1,160677設備投資額

3.  中期計画（2025-27）
前年の中期計画（2024-26）との比較

13

2024年は日本国内の大口のリピート
受注やスポット案件の後押し、中国
の利益率改善効果もあり計画を上回
る実績で推移
2025年以降は進行中の案件を前提と
し、下記の取り組みを推進すること
で増収増益を狙う
計画策定の想定:
① 化粧品向け容器需要は環境意識の

高まりを受け資源循環型パッケージ
ングを軸に拡大

② 新製品開発、即納体制の加速、
WEBマーケの施策で需要取込み、
新規顧客、新規案件増を狙う

③ 資源高等が継続する影響で原材料
価格、水道光熱費は高止まり

④ コストUPを反映する適切な売価
設定を継続して実施

⑤ 人材投資を積極的に推進しつつ、
人材不足への対応として省力化、
自動化、ロボット化投資を継続

■ 2024年1月31日公表値
2024年～2026年中期計画



Copyright © 2025 Takemoto Yohki Co., Ltd. All Rights Reserved.

2027(計)2026(計)2025(計)
百万円百万円百万円

18,80017,18015,850売上高

1,9001,350980営業利益

10.1％7.9%6.2%売上高
営業利益率

1,9301,3801,010経常利益

1,370970720当期純利益

1,0501,0201,010減価償却費

1,0001,1601,160設備投資額

390370360(うち 金型)

2,9502,3702,010EBITDA

15.7％13.8％12.7％EBITDA比率

前提条件
 原材料価格: 2025年以降は2024年末水準とほぼ同程度を想定
 為替レート: 20.0円/元、140.0円/ドルで想定
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3.  中期計画数値とポイント（全社）

【開発】
• 環境意識の高まりを受けカーボンニュー

トラル・サーキュラーエコノミーに配慮
した資源循環型パッケージングの新製品開
発を継続する

• TOGETHER LABの活用により、開発速度
の迅速化及び「共創開発」のコンセプト
を実現する

【営業】
• 営業活動の見直しにより、活動量及び活

動効率を高めて、新規顧客・新規案件の
増加を狙う

【生産】
• 生産部門の自動化・ロボット化投資を実

行し、生産効率及び安定性を高める
【スピード（差別化）】
• マーケティング・開発・製造・納品をデ

ジタルで繋ぎ、圧倒的スピードで短納期
を実現する

【人材】
• 人材採用・育成に積極的投資を行うと共

に、マネジメント能力を備えたコア人材
を育成
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2027(計)2026(計)2025(計)2024(実績)
3,0602,7802,5902,438売上高
+280+190+152+4（増減）

2401203618営業利益
8.1％4.4％1.4％0.8%（利益率）
50036026011EBITDA

16.4%13.1%10.2%0.5%EBITDA比率

日本 2027(計)2026(計)2025(計)2024(実績)
14,52013,34012,37012,519売上高

+ 1,180+970▲149+1,116（増減）
1,5001,130890928営業利益
10.5％8.5％7.2％7.4%（利益率）
2,2101,8301,6201,666  EBITDA
15.2%13.7%13.1%13.3%EBITDA比率

中国

2027(計)2026(計)2025(計)2024(実績)
1,5001,2901,100900  売上高
+210+190+200+175（増減）

1409055▲8営業利益
9.3% 7.0%5.0%－（利益率）

その他

※ 上記数値は所在地別のグループ会社業績であり、地域別セグメントとは一致しません

百万円
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3.  中期計画数値とポイント（地域別）

( 日本 )
資源循環型パッケージング開発を主軸として取
り組む
• 新製品開発点数の増加
• 短納期での製品提供を可能とする即納体制

の構築
• WEBを活用し情報発信力を強化。コンタク

ト数増加するとともにLAB活用で迅速な製品
開発を提供

• 人材投資、人材育成に積極的に取組む
• 自動化、ロボット化の推進で安定生産の実

現
( 中国 )
今後のニーズが高まることが予測される資源循
環型パッケージング関連に注力
• 新製品開発の加速
• 食品の分野への進出
• 自動化、ロボット化、無人化ラインの導入

(その他)
• 資源循環型パッケージングの充実、WEBマー

ケティング強化、欧州はＷＥＢによる在庫販売
により新規顧客開拓

• インドは知名度の高まりを受け、市場の成⾧
とともに売上を拡大を狙う。グループ内での
生産設備、金型の移設、技術者育成等で生産
能力増強を図る
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前期比
2025年12月期計画

¥20.00/RMB
¥140.00/USD

2024年12月期実績
¥21.04/RMB
¥151.69/USD

%

+1.4

百万円

223

百万円

15,850

百万円

15,626売上高

+3.71604,4904,329粗利額

-0.6P28.3%27.7%粗利率

+3.734980945営業利益

-+0.1Ｐ6.2%6.0%売上高営業利益率

+4.3411,010968経常利益

+12.580720639当期純利益

環境意識の高まりを受けサーキュラーエコノミー
が浸透しつつあり資源循環型パッケージングの需
要がさらに高まる想定
以下の施策により売上増加を目指す
• 資源循環型パッケージングの新製品開発を加

速し多様なニーズに対応
• 短納期での製品提供を可能とする即納体制

の構築を継続
• WEBマーケティング強化により情報発信を

積極化し幅広い顧客との接触機会の確保
• 安定的な生産計画を実現するため、検査・

梱包等の省人化、ロボット化の積極的な推
進を図る

• 海外は営業拠点を増強、販路の拡大を推進
• 国内海外とも人材投資、人材育成に積極的

な投資を行いコア人材を育成する

原材料価格、水道光熱費は高まり、運搬費も
上昇する中、将来のコア人材確保のための人
的投資も積極的に実施。新規案件の獲得増、
販売価格等の見直し、生産稼働率の向上等に
より粗利額は増加。営業利益は増益を見込む
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3.  2025年12月期業績見通し

1,0101,027減価償却費
2,3712,330原材料費
1,160677設備投資額

360171（うち 金型）
2,0101,972EBITDA

12.7%12.6%EBITDA比率
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2025年12月期
（計画）2024年12月期2023年12月期

%百万円%百万円%百万円

100.015,850100.015,626100.014,317売上高

98.615,64099.615,56899.914,302商品及び製品売上高

70.411,17072.611,35073.010,449商品及び製品売上原価

24.43,86026.94,19925.23,607商品及び製品仕入高

46.17,30045.87,15047.86,841製造原価

15.02,37014.92,33014.92,126材料費

16.42,59015.62,43917.22,461労務費

14.72,33015.32,38515.62,226経 費

28.34,49027.74,32926.73,818売上総利益

※2025年12月期の材料購入単価は日本国内では2024期末水準とほぼ同程度の見込み
日本国内の水道光熱費は昨年比同程度を想定(ただし激変緩和措置の動向は注視)

営業利益影響額想定為替レート

2百万円20.0円対人民元

▲10百万円140.0円対米ドル

1円円安となった場合の営業利益の影響額

 現状では日本国内⇔海外の製商品の取引
はごく少量で売上金額への影響は限定的

 人民元に関しては、中国子会社の円換算
の影響度が大きい

 米ドルに関しては、米子会社の規模が小
さいため、日本での原材料調達額への影
響が相対的に大きい

17

3. 2025年12月期業績見通し
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合計海外国内

240
20.8％

180
15.4%

60
5.4%自動化投資、ロボット化投資

200
17.3%

90
7.5%

110
9.8%機械装置（成形機、多層機 など）

360
32.2％

150
14.2％

210
18.0%金型投資

180
15.1％

－
－

180
15.1％システム投資

180
14.6%

30
2.2％

150
12.5％その他

1,160
100.0%

450
39.2%

710
60.8％合 計

百万円

お客様の求める商品価値の創造とより高い満足をご提供することを目指し、Standoutなパッ
ケージングソリューションを提供するために投資を計画
人手不足等対応のための省人化・ロボット化投資、生産能力・生産効率の向上のための成型機
投資、新製品開発のための金型投資、業務効率向上のためのシステム投資を計画

18

3. 2025年12月期業績見通し
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株主への安定的な利益還元の継続が重要との認識から2027年までの期間について、純資産配当率
(ＤＯＥ）4.0％を目途とする方針を継続
これにより、2025年12月期の年間配当金予想は１株当たり36円00銭（配当性向は60.2%）

2025年12月期計画2024年12月期

18.00円（予定）18.00円中間配当金

18.00円（予定）18.00円期末配当金

36.00円（予定）36.00円年間配当金

4.0%3.8%純資産配当率

60.2%67.7%配当性向

19

3.  財務戦略 ～ 配当政策
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1. 2024年12月期トピックス

2. 2024年12月期業績概要

3.中期計画及び2025年12月期見通し

4.竹本容器について

5.2030年ビジョン

6.参考資料
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資料構成
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4.竹本容器について – 当社の使命 –

( 写真は合羽橋ショールーム )
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吉
川
工
場
を
開
設

東
証
2
部
上
場

上
海
竹
本
容
器
包
装
有
限
公
司
を
設
立

竹
本
容
器

昆
山

有
限
公
司
を
設
立

米
国
にTakem

otoPACKAG
IN

G
IN

C

を
設
立

オ
ラ
ン
ダ
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
に
現
地
法
人
を
設
立

注）売上高は単体数値、2012年から連結数値も表記

大
阪
営
業
所
を
開
設

樹
脂
製
容
器
の
取
扱
い
開
始

合
羽
橋
に
て
事
業
開
始

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ボ
ト
ル
誕
生

東
証
1
部
上
場

(
)

東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
に
移
行
（
23
年
10
月
）

TO
GETH

ER
LAB

開
設

4.竹本容器について
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素材による分類

樹脂
硬包装（ペットボトル等）

軟包装（パウチ等）

ガラス ガラス瓶

紙

金属

紙製容器包装

紙パック

段ボール

アルミ缶

スチール缶

用途による分類

化粧品
スキンケア・メイクアップ

トイレタリー

食品

サプリメント

調味料

保存食品

飲料

清涼飲料水

酒類

その他（牛乳など）

菓子類

日用品等
洗剤・清掃用

その他（シェイカー等）

竹本容器が主に手掛ける範囲

4.竹本容器について – 容器の種類 –
 当社は樹脂容器を中心に、用途を幅広く手掛けている
 特に化粧品用が多く、食品用、日用品用などが続く
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小 大

24

 樹脂容器は「ロットサイズ」と「特注の度合い」で分類できる
 当社は「スタンダード」を起点に、４つのセグメントに対応

特大

ロットサイズ

「カスタマイズ」
（標準品のアレンジ）

「ビスポーク」
（特注品の大量生産）

「スタンダード」
（標準品の大量生産）

「スタンダード」
（標準品）

高

低

（当社の範囲外）スタンダード品を
ベースにカスタマイズ
（迅速/リーズナブル）

当社が大量に保有する金型を使い、
少量多品種に対応（在庫して即納）

カスタマイズの経験で得た
特注への対応力やノウハウを転用

大量生産の設備やノウハウを転用 拘りのデザインを実現
（金型は顧客が保有）

4.竹本容器について – 樹脂容器のセグメント –

特
注
の
度
合
い
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Colour Cosmetics

Fragrances

Skin Care

Sun Care

+2.6%

出所： EUROMONITOR、及び当社分析

（10億円）

 日本の化粧品市場は2021年以降、年平均成⾧率2.6%で推移
 2024年時点で約2.7兆円の市場規模

CAGR

4.竹本容器について – 化粧品の市場規模 –

2,408 2,475 2,575 2,655 2,722 2,773 2,813

2021年 2022年 2023年(予) 2024年(予) 2025年(予) 2026年(予) 2027年(予)
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 当社は化粧品・トイレタリー容器のスタンダードボトル市場におけるトップ企業
 ビスポークボトルを含めた市場全体でも3番手の位置付け

出所： プラスチックパッケージ成形加工メーカー年鑑2010年/帝国DB/TSR等から竹本容器が推計

4.竹本容器について – 樹脂容器の市場規模 –

36.4%

9.0%

34.6%

4.2%
15.8%

2008年

36.0%

7.5%

38.6%

4.6%

13.3%

2024年

A社

B社

その他

竹本容器
その他

1,558

2,125

ビスポークボトル中心

スタンダードボトル中心
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 ビスポークでもスタンダードでも、基本的には同じ工程を辿る
 いずれの工程も、蓄積した設計・製造の経験とノウハウ等を活用した工程間の連携や整合が求められる

– 外部企業に委託する場合も同様で、深い信頼関係と密な連携が前提となる

要件把握・
提案・要件定義 設計 金型製作 製造 印刷

 お客様のニーズ把握
‒ 用途、容量、デザ

イン、色など

 ニーズを反映した容
器の設計

 容器製造の要となる
金型を製作

 製作した金型を用い
て容器を製造

‒ 同時に着色

 製造した容器に文字
やロゴなどを印刷

4.竹本容器について – 樹脂容器の製造工程 –
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多品種
少量生産

在庫・即納

28

 容器を提供する中で、顧客からは様々な要望が挙がる
 これらは容器製造の課題とも言え、メーカーにはこれらへの対応力が求められる

4.竹本容器について – 樹脂容器製造の要諦 –

調色・印刷

品質の安定性

デザイン
設計

短納期化

特注
カスタマイズ
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 75年の経験を蓄積し、一貫体制を敷いてきたことによる強みが容器製造の課題を解決

金型保有・在庫

大量の規格品

大量のカスタマイズ
経験数

一貫体制
開発提案力（LAB）

EC体制

製品開発力

カスタマイズ力

スピード

小ロット対応

強みの源泉 直接的な強み 解決できること

4.竹本容器について – 強み –

多品種
少量生産

在庫・即納

調色・印刷

品質の安定性

デザイン
設計

短納期化

特注
カスタマイズ
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 特に化粧・美容部門は10年間で５割の成⾧を遂げており、今後も更なる販売拡大を見込む

63.4%
6.4%

9.3%

5.9%

15.4%

化粧・美容

日用・雑貨

食品・健康食品

化学・医薬

卸・その他

2024年
15,626百万円

4.竹本容器について – 用途別の売上構成 –
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【在庫製品数】
お客様に短納期での提供を可能とす
るため、日本、中国、オランダで多
種多様な資源循環型パッケージング
製品を在庫しています

31

【生産機械台数】
要望に応える、安定した品質を構築
する、新しい課題にチャレンジする
ために、成形・押出・印刷など、多種
多様な生産設備を有しています

【お客様社数】
化粧品、食品、日用雑貨等の事業者
を主なお客様としており、世界中で
4,347社（2024年度実績）ものお客
様とお取引をさせて頂いております

【従業員・パート人数】
当社の経営の中心にあるのは「人財」
です。1,107名全員が一丸となって、
日々の業務に取り組んでいます

【自社金型数】
保有する金型の多さが、お客様の
満足度向上に繋がるものと考えて
おります。世界中で比類ない数の
金型を保有しています

（※当社調べ)

【創業】
1950年3月に創業しました。以来
お客様のニーズにお応えすることで、
信頼を積み重ねながら、現在に至っ
ています

4.竹本容器について – 6つの数値 –（2024年１２月31日時点）

 2030年のお客様社数「7,500社」、金型数「5,740型」、在庫製品種類「5,500製品」をＫＰＩとしている
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資料構成
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2030年ビジョン
「 資源 循 環型 パ ッケ ー ジン グ カン パ ニー 」

サステナビリティ容器比率90％超

時代背景と我々の狙い 市場における当社の役割

 これからの時代、メーカーとして地球環境保全に
配慮し、持続可能な経済成⾧の追求を両立させる
ことは不可欠

 当社は、豊かで楽しい生活の創造を通じて「世界
の器文化への貢献」を目指す

 変化する時代ニーズと的確な情報を収集しながら、
新しい世界基準に合わせたサステナビリティな
発展に貢献する容器開発を継続的に進める

 ともすると、環境に配慮した製品開発はコストが
嵩み収益化が困難だと思われがち

 一方で、環境を配慮した製品でないと市場に受け
入れられない時代も近い

 当社は積極的に資源循環型製品の開発・製造を進
め、これを効果的に発信し、容器業界を牽引して
いく所存

5. 2030年ビジョン
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2030年ビジョン
「資源循環型パッケージングカンパニー」

資源循環型を軸に、
積極的な海外進出・展開（中国/インド/オランダ/米国/タイ）
日本国内におけるスタンダードボトルのトップ維持

業界トップ
の開発提案力

圧倒的スピード
（開発/製造/販売）

WEBマーケティング
の強化・確立

 顧客の求めるサステナ
ビリティ容器を開発

 サステナビリティ容器の
意義や効果を提案

 サステナビリティ容器で
業界をリードするための
スピード

 開発/製造/販売の連携

 サステナビリティ容器の
発信力

 市場との直接の繋がり

5. 2030年ビジョンに求められる条件
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地球環境保全に配慮し、持続可能な経済成⾧の追求と、
豊かで楽しい生活の創造を通じて「世界の器文化への
貢献」を目指す

変化する時代ニーズと的確な情報を収集しながら新し
い世界基準に合わせたサステナビリティな発展に貢献
する容器開発を継続的に進める

5. 2030年ビジョン サステナビリティの取り組み ①
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資源循環型パッケージングの開発例
当社グループの使命は「世界の器文化への貢献」することです
当社では30年以上前から資源循環型パッケージングの開発に取り組んでいる

1991年 生分解性樹脂を使用した容器開発

2000年

付け替えシリーズの開発2004年

2012年

2020年

バイオPET・バイオPEの使用

2011年 リサイクルPET・リサイクルPPを使用した
容器開発

3つの環境マイルストーン設定

軽量化容器の開発

5. 2030年ビジョン サステナビリティの取り組み ②
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2030年には環境に配慮した資源循環型パッケージング製品の
売上比率は90％超に到達すると想定

37

5. 2030年ビジョン サステナビリティの取り組み ③

サステナビリティの取り組み
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2030年に想定する売上構成と対応すべき取組み
カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミーの浸透により2030年資源循環型パッケージング
売上高比率は9割を超える想定。原料の安定的な確保と積極的な金型投資を背景に、Materialsに
軸足を置き、原料とReuseやReduceといった仕様を組合わせ、創意工夫することにより様々な
お客様ニーズに対応する方針
2030年までには以下のような売上構成とすることを計画している

2030年資源循環型
パッケージング売上高構成

270億円

Renewable
（植物由来原料）

Materials Recycling
（リサイクル原料）

Replace
（石化代替素材）

調達先の新規開拓
調達網の安定確保

原
料
調
達

50億円
Reuse  …20億円
Reduce…30億円

金
型
投
資

原料と仕様の組合せ
による容器製造 対応すべき取組み

Renewable
原
料 Recycling

Replace

Reuse
(付替/詰替)仕

様
Reduce

（軽量化）

(※1) ReuseとReduceで計80億円の売上を見込む (※2) 2030年までの累計金額

(※2)
(※1)

5. 2030年ビジョン サステナビリティの取り組み ④
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当社では容器が環境に及ぼす影響を考慮し、カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミーを
実現していくために、「2025年までに約束する３つのマイルストーン」とした目標を掲げ、
その達成に取り組んでいる

39

5. 2030年ビジョン サステナビリティの取り組み ⑤
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 化粧品の海外各地域別の市場規模（2022年～2027年）
 予測値だと特にアジアの成⾧度が高く、中国・インド・アセアンについては人口の総数の大きさだけでなく、

1人あたりの所得の増加とともに1人あたり化粧品使用額が急拡大する可能性が示唆される

日本 西欧 米国 中国 インド アセアン

2,475
2,813

7,002

7,632 7,838

8,430

7,042

8,810

543 734

1,605

2,240

+13.7%

+9.0%

+7.6%
+25.1%

+35.1%

+39.6%

2022年

2027年

（10億円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

0 10 20 30 40 50 60 70 80

GDP/人（千ドル）
年
間
市
場
規
模

/人
（
円
）

日本

西欧

米国

中国

インド
アセアン

化粧品市場規模と成⾧率（2022年→2027年） 1人あたりGDP × 1人あたり化粧品市場規模

出所： EUROMONITOR、及び当社分析

 1人の化粧品の消費額は、所得と強く相関

5. 2030年ビジョン
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開 発  サステナビリティへの対応
 革新的な新製品/新機能の創造

 各種の生産性向上策 －機械化/省人化、スキル向上 など
 サステナビリティ容器生産能力の増強＋人材補強

 提案力の向上
 EC化による省力化（提案工数の捻出）
 データ活用による営業管理レベルの向上
 採用による人員数増

 人材育成 －必要スキルの明確化、評価制度の見直し
－研修やOJTによる育成プログラム策定

 人材採用

 システム投資（ERPの更新、ツール活用による業務効率化・可視化）
 原価計算や収益性把握精度の向上
 HPへのアクセス数増加策やWEBプロモーションの推進

生 産

営 業

人 材

共 通

5. 2030年ビジョン実現に必要な取り組み
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開発
 資源循環型パッケージング製品の拡充は、引き続き注力
 大学や研究機関と連携したサステナブルな容器開発
 新製品開発は社内規格品を起点にした営業による要望収集が鍵であり、

営業によるニーズ把握の質と量を増やす試みを開始

 今後も人員確保が難しい状況が続くことを前提に、
自動化・ロボット化のための設備投資を進め安定供給に努める ＋多能工化

 金型開発や試作のスピードアップを図り、当社の差別化要素である圧倒的な
スピードを実現する

 活動内容や活動量のデータ化・可視化を強化した。今後、営業管理レベルを
さらに向上させる

 営業担当者の提案スキルを向上させる試みを開始

 採用面談の工数を増加させ、良質な人材獲得に注力
 求められるスキルを明確にした評価制度を導入
 経営からの発信量の向上やキーパーソンに対するOJTを強化

 ERPの本格的リプレイスに向けてプロジェクトを開始
 2023年に本格導入した管理システムの活用により営業の活動量管理を強化中
 直近12ヶ月のHPへの来訪ユーザ数は4%増、PVは6%増

生産

営業

人材

共通

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（日本）
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 今まで以上に営業と開発の連携を高める
 好循環化を目指す

営業力 開発力

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（日本）

 良い製品が営業を活性化させる

 開発の対応力を有すると、営業は顧客ニーズを積極的に把握する

 活発な営業が製品開発に不可欠な情報を豊富にもたらす

 強い営業力が開発原資を生み出す
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 営業担当者の提案スキル向上の方向性 ■ 顧客ニーズの収集力と対応力を強化

これまでの強み

顧客との関係構築 顧客ニーズの把握 製品の提案

多数の顧客 ニーズと製品を
マッチング

豊富なスタンダードボトル
（金型資産の活用）

顧客基盤の活用 製品開発に向けた
ニーズの把握

ニーズに合った
製品の提案

デザイン提案力

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（日本）

営業力 営業プロセス

強化 強化
+
今 後
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開発デザインプロセス

45

 上流からのデザイン提案により、営業力（ デザイン提案力）を強化
 多施策により提案数を増やすことで更にスキルが向上

フォルム機能提案 色・印刷提案

状況

 希望デザインの3Dモデル化
 3Dデザインの提案
 3Dプリンターによる確認

 調色の立ち合い
 印刷試作の立ち合い
 加飾の提案

 実施中 人員拡充中
 習熟度向上中

 都心で立ち合いが可能
－他社は郊外や地方

 3DCAD・デザインのスキルアップ

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（日本）

優 位性
（将来も含む）

開発力
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 資源循環型パッケージング売上の構成比を2026年に約1/3に到達させる
 その後も比率上昇を加速させ、2030年には90%を占める水準を目指す
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5. 2030年ビジョン 資源循環型パッケージング売上推移
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 輸出需要が減少したことで国内への生産
供給能力が過剰となっており、競争が激
化

国の状況

人口

GDP/人

化粧品市場規模/人

GDP

化粧品市場規模

14.0億人

1,293ドル

38ドル

18.1兆ドル

500億ドル

容器市場の概観

 市場認識
‒ 化粧品市場は既に日本よりかなり大きいが、1人あたり

の化粧品市場規模からすると、まだ成⾧すると思われる
‒ このため、引き続き当社の重点エリアとする。
‒ 日本での当社は小口向けの在庫品を起点としているが、

中国では在庫品ニーズが日本ほどでないため、カスタ
マイズ品を主力商品とする

 目標・方向性
‒ 新製品開発を強化、金型保有数を増やし、顧客獲得に

活かす
‒ 生産の自動化を推進して人件費コストの削減を進め

収益力を高める

当社の方針

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（中国）
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 サプライチェーンの変化（中国からの
包材輸入の減少、国内調達への切り替え
需要が増加）

 低価格指向が依然として強いが高品質
容器への需要増加

14.1億人

2,505ドル

3ドル

3.5兆ドル

38億ドル

 市場認識
‒ 化粧品市場はDtoCブランドの台頭で競争が激化
‒ 化粧品業界内ではＭ＆Ａも活発に行われている

 目標・方向性
‒ インド市場における主要ブランドへのシェア拡大
‒ そのため生産能力の増強を進める
‒ 近隣諸国への販路拡大も強化
‒ 毎年20－40％程度の成⾧を見込む

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（インド）

国の状況

容器市場の概観

当社の方針

人口

GDP/人

化粧品市場規模/人

GDP

化粧品市場規模
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 化粧品市場はパーソナルケア、若年世代
の人口増を背景に拡大

 中国からの輸入は減少か

3.3億人

81,431ドル

177ドル

27.3兆ドル

560億ドル

 市場認識
‒ 化粧品市場の拡大による容器需要はあるものの、

トランプ新大統領の政策次第では輸入容器への需要に
も影響が生じる可能性

 目標・方向性
‒ 既存顧客との取引継続
‒ インターネット利用による知名度向上、顧客拡大策の

採用検討へ

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（アメリカ）

国の状況

容器市場の概観

当社の方針

人口

GDP/人

化粧品市場規模/人

GDP

化粧品市場規模
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 化粧品市場は成熟しているものの、EUの
環境政策により、資源循環型パッケージングの
使用が必須とされている

5.9億人

35,345ドル

90ドル

20.9兆ドル

500億ドル

 市場認識
‒ 資源循環型パッケージングの利用契機はあるものの、

日本、中国からの製品移動による費用、納期負担は
デメリット

‒ 事業拡大余地はあるものの、当面は損益バランスを
意識して活動を継続

 目標・方向性
‒ EC販売の強化（アイテム数の増加、宣伝活動の強化）
‒ 現地生産供給体制の確立（委託メーカーとの協力関係

強化）

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（欧州）

地域の状況

容器市場の概観

当社の方針

人口

GDP/人

化粧品市場規模/人

GDP

化粧品市場規模
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 近年成⾧が大きく見込まれる市場となっ
ており、外資系企業の参入が増加してい
る。

 中国に代わる欧米への供給先としての役
割も担う

5.9億人

5,704ドル

21ドル

3.3兆ドル

110億ドル

 市場認識
‒ 欧米に対する生産拠点として容器供給者間の競争が

激化している
‒ TAKEMOTO製品の供給先としても魅力ある市場であり

地域内での消費拡大へ、期待感大

 目標・方向性
‒ 従来、日本や中国からの供給を主軸としていたが、

インドからの供給体制を強化することで、コスト、
スピード面での競争力アップを図る

‒ ASEAN諸国への販促活動を強化し販路の拡大を目指す

5. 2030年ビジョンに向けた取り組み状況（ASEAN）

地域の状況

容器市場の概観

当社の方針

人口

GDP/人

化粧品市場規模/人

GDP

化粧品市場規模
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 スタンダードボトルの圧倒的な金型数を基盤として顧客ニーズに対応
 圧倒的なスピードと開発提案力により新製品開発を強化
 世界の市場への事業展開をさらに加速

5. 2030年ビジョン ⾧期展開イメージ
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1. 2024年12月期トピックス

2. 2024年12月期業績概要

3.中期計画及び2025年12月期見通し

4.竹本容器について

5.2030年ビジョン

6.参考資料

53

資料構成
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2024年
第4四半期

2024年
第3四半期

2024年
第２四半期

2024年
第１四半期

2023年
第4四半期

2023年
第3四半期

2023年
第２四半期

2023年
第１四半期

2022年
第4四半期

2022年
第3四半期

2022年
第２四半期

2022年
第１四半期地域

2,8993,3443,2083,0662,9532,8172,9212,7102,9122,8852,9232,669売上高

日本 782920945834859834822756814828881817粗利額

134285303205250231191154208225267220営業利益

623594665555530586602714675989650850売上高

中国 1761411781497310277138131182107229粗利額

28▲126▲4▲84▲69▲92▲29▲36▲23▲5859営業利益

648549406279652451443970売上高

欧米 12221211181714816131317粗利額

▲52▲3▲４000▲71004営業利益

18515316715211513313011473898375売上高

その他
アジア 512736281622282516141211粗利額

12▲72▲3▲18▲13▲22▲13▲9▲9▲9営業利益

3,7224,1104,0423,7503,6133,5473,6543,5023,6593,9653,6533,606売上高

連結 1,0201,1121,1691,0269689759439299761,0401,0141,077粗利額

17227030519715915198122161195202277営業利益

(百万円)

6. 参考資料
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2024年2023年2022年2021年2020年
地域

増減率金額増減率金額増減率金額増減率金額増減率金額

+9.8％12,519+0.1％11,403▲5.1%11,390+3.0％12,005▲0.8％11,651売上高

日本 +6.4％3,482▲2.1％3,272▲15.2%3,341+0.6％3,942+5.0％3,917粗利額

+12.2％928▲10.3％827▲37.9%922+3.9％1,485+11.9％1,429営業利益

+0.2％2,438▲23.1％2,434▲10.7%3,165+12.5％3,544▲8.4％3,149売上高

中国 +64.7％645▲39.8％391▲33.0%651▲2.2％971▲1.0％993粗利額

―18―▲274―▲59▲29.0％335+8.9％472営業利益

+4.4％241+12.0％231▲30.5%206+61.2％297+12.0％184売上高

欧米 +0.8％58▲4.9％57▲2.1%60+49.4％62+1.7％41粗利額

－▲12―▲7+147.8%7―3―▲10営業利益

+33.5％65953.4％493+77.6%321+64.7％181+57.7％109売上高
その他
アジア +53.9％14366.9％93+2,472%55―2―▲39粗利額

―4―▲31―▲41―▲74―▲119営業利益

+9.1％15,626▲3.8％14,317▲5.6%14,885+6.1％15,776▲2.2％14,863売上高

連結 +13.4％4,329▲7.1％3,818▲17.5%4,107+1.4％4,979+3.9％4,912粗利額

+81.1％945▲37.6％522▲52.4%836▲1.3％1,754+15.6％1,778営業利益

(百万円)
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6. 参考資料
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2024年
第4四半期

2024年
第3四半期

2024年
第２四半期

2024年
第１四半期

2023年
第4四半期

2023年
第3四半期

2023年
第２四半期

2023年
第１四半期

2022年
第4四半期

2022年
第3四半期

2022年
第２四半期

2022年
第１四半期

2,2722,6382,5932,3452,1332,0902,1921,9982,2192,3152,2932,109化粧・美容

241255249257229237255263206215205217日用・雑貨

328383390348320341388337339346326323
食品・

健康食品

235257186239199212180194188217199200化学・医薬

645576622559730664637707706870628754卸、その他

3,7234,1104,0423,7503,6133,5473,6543,5023,6593,9653,6533,606合計

2024年
第4四半期

2024年
第3四半期

2024年
第２四半期

2024年
第１四半期

2023年
第4四半期

2023年
第3四半期

2023年
第２四半期

2023年
第１四半期

2022年
第4四半期

2022年
第3四半期

2022年
第２四半期

2022年
第１四半期

2,7913,0633,0912,6872,7232,7162,8482,6772,7432,9742,7592,769
スタンダード

ボトル

376364363376337329304333312385292312ビスポーク

529653543632524471475465565550589483他社製品

242944542729262538541240材料その他

3,7234,1104,0423,7503,6133,5473,6543,5023,6593,9653,6533,606合計

(百万円)

(百万円)
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6. 参考資料
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2024年2023年2022年2021年2020年

増減率構成比金額増減率構成比金額増減率構成比金額増減率構成比金額増減率構成比金額

％
17.1

％
63.09,850

％
▲5.8

％
58.88,415

％
0.4

％
60.08,938

％
9.3

％
56.48,904

％
▲7.4

％
54.88,147

化粧・
美容

1.76.41,00216.66.9986▲9.15.7845▲8.75.993044.56.91,019
日用・
雑貨

4.49.31,4504.09.71,389▲9.29.01,3359.19.31,470▲2.89.11,347
食品・
健康
食品

16.75.9917▲2.45.5786▲26.55.480520.97.01,09611.76.1906
化学・
医薬

▲12.215.42,404▲7.419.12,740▲12.319.92,960▲2.021.43,374▲1.423.23,442
卸、
その他

9.1100.015,626▲3.8100.014,317▲5.6100.014,8856.1100.015,776▲2.2100.014,863合計

(百万円)

2020年は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、外出機会の減少による化粧品向け需要が減少。一方、衛生関連用品の需要は増加。
2021年は衛生関連用品需要は一段落したものの、口臭衛生関連は需要増で化学・医薬は伸⾧。資源循環型パッケージングの伸びも後
押しし化粧品向けを中心に売上が拡大。2022年は３月までの行動制限の影響や下期の第７波、８波と繰り返される感染者数増加
の影響もあり、化粧品需要が本格的に回復するまでには至らず前年並み。前年度の口臭衛生関連の需要は一段落し、化学・医薬品
は減少。2023年は４Qの化粧品、食品向けの受注増で売上は前年並みを確保。中国は売上大幅減もインドは化粧品向け好調。
2024年は大型の受注案件増により化粧・美容関係が大幅増。中国は消費者の節約志向や競争激化によりほぼ前年並み

6. 参考資料



Copyright © 2025 Takemoto Yohki Co., Ltd. All Rights Reserved.

2024年
第４四半期

2024年
第3四半期

2024年
第２四半期

2024年
第１四半期

2023年
第４四半期

2023年
第3四半期

2023年
第２四半期

2023年
第１四半期

2022年
第4四半期

2022年
第3四半期

2022年
第２四半期

2022年
第１四半期

2,9503,0253,5353,2533,4053,0053,0262,9092,9562,8943,0862,904国内

887794781896749677709797819865926787海外

657566549668571492525640678735781676(うち中国)

3,8373,8194,3104,1554,1553,6833,7353,7073,7753,7604,0123,691連結合計

(百万円)
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2020年は新型コロナウイルス感染症の影響により外出機会が減少し、化粧品向け需要が減少するも衛生関連用品の需要が増加。
2021年は資源循環型パッケージングの需要増あるも年度後半は第5波の影響もあり国内受注が減少。2022年は国内は３月までの行
動制限の影響や下期の第７波、８波の影響もあり、化粧品需要は本格的な回復に至らず。中国はゼロコロナ政策による移動制限の影
響で需要が停滞。2023年は日本は年度後半から受注回復基調へ。一方中国は景気低迷による消費減から受注が大幅減。2024年日本
は大型の受注案件により大幅増。中国は消費者の節約志向や競争激化の中でも営業活動の取り組みを強化し受注増となる。インドは
化粧品市場の活況が継続し取引顧客層も拡大中 (百万円)

6. 参考資料

2024年2023年2022年2021年2020年

増減率受注高増減率受注高増減率受注高増減率受注高増減率受注高

3.4%12,7644.2%12,347▲3.5%11,841▲1.4%12,27415.2%12,454国内

14.5%3,359▲13.7%2,934▲15.7%3,39812.1%4,034▲5.6%3,597海外

7.7%2,401▲22.3%2,229▲18.1%2,8717.6%3,504▲9.5%3,258(うち中国)

5.5%16,1232.3%15,282▲6.5%15,2401.6%16,3089.7%16,051連結合計
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2024年
第4四半期

2024年
第３四半期

2024年
第２四半期

2024年
第１四半期

2023年
第4四半期

2023年
第３四半期

2023年
第２四半期

2023年
第１四半期

2022年
第４四半期

2022年
第３四半期

2022年
第２四半期

2022年
第１四半期

21.0420.9921.0720.6319.8219.6219.4619.3519.5019.3818.9718.31円／元

151.69151.46152.36148.63140.67138.24135.00132.42131.62128.30123.14116.34円／米ドル

164.05164.56164.70161.33152.11149.77145.93142.16138.14136.05134.39130.40円／ユーロ

1.821.831.841.801.711.691.651.621.681.671.621.56円／ルピー

4.304.244.214.174.044.013.953.913.753.703.653.52円／バーツ
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2024年2023年2022年2021年2020年2019年2018年

5111665939759123完成金型数

日本 ▲26▲53▲30▲16▲99▲80▲54廃却・移動

2,5192,4942,4312,3962,3192,3212,342保有金型数

45373289847496完成金型数

中国 ▲8▲15▲19▲8▲15979廃却・移動

1,2621,2251,2031,1901,1091,1841,103保有金型数

----419-完成金型数

オランダ ---▲23---廃却・移動

----2319-保有金型数

46353145482718完成金型数

インド 923-----廃却・移動

282227169138934518保有金型数

142188128227233179237完成金型数合計
連結

4,0633,9463,8033,7243,5443,5693,463保有金型数

( 百万円 )2024年2023年2022年2021年2020年2019年2018年

5,8255,5415,2205,0034,6544,8274,875連結取得金額

▲5,333▲5,113▲4,743▲4,453▲4,163▲4,175▲4,147連結減価償却累計額

491540477550490651727連結金型(純額)

8.4%9.8％9.1%11.0%10.3%13.5%14.9%純額割合

( 金型数 )

4,063型の保有金型のうち9割超は償却済み、収益の源泉であり財務
効率に優れる。日本からインドへ金型移動を実施している
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会社名

設立年月

代表者

所在地

事業内容

資本金

発行済株式数

単元株主数

グループ従業員数

上場市場

ホームページ

竹本容器株式会社
Takemoto Yohki Co., Ltd.

1953年5月19日（ 昭和28年 ）

代表取締役社⾧ 竹本 笑子

東京都台東区松が谷2丁目21番5号

容器の企画・開発・製造・販売

8億342万1,725円（ 2024年12月31日現在 ）

12,529,200株（ 2024年12月31日現在 ）

12,130名（ 2024年12月31日現在 ）

769名（ 2024年12月31日現在 ）

東京証券取引所スタンダード市場

[ 証券コード:4248 ]

https://www.takemotopkg.com

JQA-FC0115
結城事業所

食品用プラスチック
容器の製造

（印刷製品は除く）

岡山事業所
食品用プラスチック

容器の製造
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すべては “ ”な
パッケージングソリューション

創造のために
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